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担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

4

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

保育サービス・幼児教育を充実します

2

平成１２年度以前

教育・子育て

10

～

保育課

保育係

5

小牧市私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱

1

平成３０年度以降

子育て支援

◆25年度実施内容

・幼稚園設置者が園児の保護者に対し、保育料等を減免する場合に「私立幼稚園就園奨励

費補助金」を交付した。（対象：本市に住所を有する４月１日における年齢３歳児、４歳児及

び５歳児並びに当該年度中に満３歳を達する幼児で、当該幼稚園に在園する園児の保護

者）

・幼稚園を経由して提出される2000件超の書類の審査および補助額判定を行った。

・国の補助基準に基づいた補助額を交付したが、国の基準からはずれる世帯についても、

市単独経費で12000円を補助した。

・18歳未満の子どもを3人以上養育する世帯で、3番目以降の子どもが私立幼稚園に在園し

ている場合には、入園料と保育料の合計額から、上記補助金額を差し引いた金額を市単独

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

私立幼稚園の入園料・保育料に対し補助をおこなうことで、私立幼稚園に在園する保護者

の経費負担を軽減する。
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国・県支出金
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244,560

135.3
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00

281,035

105.0

206,925

0

0.60

ている場合には、入園料と保育料の合計額から、上記補助金額を差し引いた金額を市単独

経費で補助した。（結果的に、入園料と保育料全額が補助されることになる）

◆25年度直接経費の内訳

幼稚園就園奨励費補助金（253,842千円）

◆26年度直接経費の内訳

幼稚園就園奨励費補助金（344,565千円）

＊国の補助単価の増額に伴い、補助経費も増額する見込みである
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のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

国の制度に基づき実施する事業であるが、補助区分の判定方法等、仕組みが複雑で

あるため、保護者への案内が難しい。
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３番目以降の子の補助
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成果指標名

第三番目以降の子に

対する補助経費

活動指標名

就園奨励費事業補助

件数

千円

36,455

H23

2,576

328

事業番号

事業の

達成状況

2474件の保護者に対する補助を実施することができ、幼児の就園機会を確保し、保

護者の経済的負担の軽減が図られている。
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内内内内

容容容容

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

事事事事
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性性性性

２７年度以降

の改善案

制度が複雑かつ対象者も多いため、事務処理に要する時間が過大であり、処理を迅

速に進める方向について検討する。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

幼児の就園機会を確保し、公私立間の授業料等を格差是正し、保護者の経済的負担

を軽減するため、本事業は必要不可欠であるため。

判定理由

国・県より本事業を推進するよう強く依頼されており、廃止した場合は国・県より指導

が入る可能性がある。また公私立間の保育料等の保護者負担にさらなる格差がで

る。

維　持

保護者への周知の際に補助額の早見表を添付する等して、可能な限り、わかりやす

い案内に努める。
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維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの
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一次評価のとおり。


